
 
     

 

御
本
社
東
側 

玉
垣
奉
賛
事
業 

神
山
町
の
当
宮
御
本
社
の
東
側
に
玉
垣
を
建
立
す

る
事
業
を
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
も
と
も
と
、
平
成
三
十
年
の
台
風
被

害
で
本
殿
大
屋
根
、
稲
荷
社
屋
根
な
ど
、
各
所
に
被
害

が
及
び
、
そ
の
修
復
費
用
等
の
為
に
と
始
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
工
事
の
延
期

が
続
き
、
よ
う
や
く
本
年
に
な
っ
て
取
り
掛
か
か
れ

る
段
取
り
と
な
り
ま
し
た
。 

基
本
的
に
は
当
宮
の
古
く
か
ら
の
崇
敬
者
の
方
々

を
優
先
に
寄
進
の
ご
案
内
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

奇
し
く
も
本
年
、
当
宮
主
祭
神
の
嵯
峨
天
皇
さ
ま
が
、

当
地
を
行
幸
さ
れ
ま
し
て
か
ら
一
千
二
百
年
の
慶
節

に
当
た
る
事
か
ら
、
範
囲
を
拡
大
し
、
ご
希
望
の
方
に

も
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
く
形
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
令
和
の
御
代
、
梅
田
の
大
神
さ
ま
の
御
神
前

に
名
前
を
残
す
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
ご
案
内
を
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

左
記
事
務
局
ま
で
「
玉
垣
奉
賛
の
ご
案
内
を
送
付
下

さ
い
」
と
ご
連
絡
下
さ
い
ま
せ
。
追
っ
て
ご
案
内
を
お

送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
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御
旅
社
の
社
務
に
つ
い
て 

茶
屋
町
の
御
旅
社
で
す
が
、
今
月
二
日
か
ら
の
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
に
伴
い
ま
し
て
、
土
日
の
御
朱
印
の
授
与

は
す
べ
て
書
き
置
き
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
ご
祈
祷
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
宮
氏
地
の
方
の
み

と
さ
せ
て
頂
き
、
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
ご
遠
慮
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
今
回
の
第
五
波
と
よ
ば
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
変
異
株
に
よ
る
も
の
が
中
心
で
、

感
染
力
が
大
変
高
く
、
今
号
執
筆
時
点
で
大
阪
で
も
一
千

人
を
軽
く
超
え
そ
う
状
況
で
あ
る
事
か
ら
、
今
後
の
政
府

の
方
針
次
第
で
は
、
昨
年
四
月
と
同
様
に
社
務
の
受
付
停

止
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。
か
か
る
コ
ロ
ナ
禍
の
苦

衷
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

森
狙
仙 

没
後
二
百
年 

当
宮
の
御
本
社
の
東
門
か
ら
南
に
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
西
福
寺
さ
ん
。
こ
の
お
寺
に
今
か
ら
ち
ょ

う
ど
二
百
年
前
の
文
政
四
年
七
月
廿
一
日(

太
陽
暦
一
八
二
一
年
八

月
十
八
日)

に
亡
く
な
っ
た
、
江
戸
時
代
の
大
坂
を
代
表
す
る
絵

師 

森
狙
仙
が
眠
っ
て
い
ま
す
。 

森
狙
仙
と
は
ど
う
い
う
人
で
あ
っ
た
か
と
言
う
と
、
も
と
も

と
絵
師
の
家
に
生
ま
れ
、
狩
野
派
に
学
び
ま
し
た
が
、
師
匠
が
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
長
崎
に
移
っ
て
西
洋
画
を
学
び
、
活
躍
し
て
い

た
よ
う
で
す
。 

あ
る
時
、
猿
を
描
い
て
み
せ
た
と
こ
ろ
、
猟
師
か
ら
「
こ
れ
は

飼
い
な
ら
さ
れ
た
猿
で
あ
っ
て
、
本
物
の
猿
で
は
な
い
」
と
一
笑

に
付
さ
れ
、
お
の
れ
の
未
熟
さ
に
気
付
い
た
狙
仙
は
、
ひ
と
り
山

奥
へ
入
り
、
小
屋
を
設
け
て
数
年
に
わ
た
っ
て
野
生
の
猿
を
観

察
、
数
千
枚
の
写
生
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
後
に
猿
画
の
名
手
と
し
て
讃
え
ら
れ
、

当
時
、
京
都
第
一
と
い
わ
れ
た
絵
師
の
円
山
応
挙
も
、
猿
だ
け
は

狙
仙
に
勝
て
な
い
と
こ
ぼ
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

後
年
に
は
親
族
を
中
心
に
森
派
と
呼
ば
れ
る
絵
師
一
派
を
形

成
し
、
大
坂
の
美
を
牽
引
し
ま
し
た
が
、
狙
仙
亡
き
後
、
幕
末
期

の
動
乱
等
で
、
森
派
は
姿
を
消
し
、
近
世
浪
速
の
夢
の
如
く
、
い

ま
は
菩
提
寺
で
あ
る
西
福
寺
さ
ん
に
森
家
の
お
墓
が
残
る
の
み

で
す
。 

江
戸
後
期
の
大
坂
は
文
化
人
の
多
く
集
ま
る
地
で
あ
り
、
北

野
村
と
よ
ば
れ
た
こ
こ
梅
田
も
、
多
く
の
文
化
人
が
足
跡
を
残

し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
先
の
戦
争
時
に
大
半
が
焼
き
尽
く

さ
れ
、
記
録
は
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
森
狙
仙
の
残
し
た

猿
画
の
素
晴
ら
し
さ
は
今
も
人
々
を
魅
了
し
て
止
み
ま
せ
ん
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立
秋(

七
日)…

暦
の
上
で
は
秋
と
な
る
。
こ
の
日
か
ら
残
暑 

処
暑(

廿
三
日)…

暑
さ
の
峠
を
過
ぎ
る
頃
。
台
風
特
異
日 

  

お
盆(

十
三
～
十
六
日)…

先
祖
供
養
。
日
本
独
特
の
も
の 

   

八
月
二
日
、
十
二
日
、
十
八
日
、
廿
四
日
、
丗
日 

   

山
の
日(

八
日)

、
休
日(

九
日) 

   

広
島
原
爆
忌(

六
日)

、
長
崎
原
爆
忌(

九
日)

、
終
戦
の
日(

十
五
日) 

   

朔
月(

八
日)

、
上
弦(

十
六
日) 

満
月(

廿
二
日)

、
下
弦(

丗
日)

、 

   

  

【
節
気
】 

      

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
忌
日
】 

   

【
朔
望
】 

   

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

シ
シ
ト
ウ
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
冬
瓜
、
南
瓜 

[

果 

物] 

ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど 

[

魚
介
類] 

ハ
モ
、
ア
ユ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、
ア
ワ
ビ 

[

そ
の
他] 

青
葉
狩
り(

登
山)

、
海
水
浴
、
ひ
ま
わ
り
、
朝
顔
が
見
頃 

 


